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平成 28年度・春季特別展示≪列品解説シート≫ 

 

重要文化財【桑野遺跡出土品】春季特別展示 

－ 石製装身具の多彩性 － 

 

あわら市郷土歴史資料館 

特別展示室 

 

 平成２４年９月６日、［重要文化財／考古資料］に指定された「福井県桑野
く わ の

遺跡出土品」

は、桑野遺跡から出土した縄文時代早期末から前期前葉を主とする出土品一括です。 

 指定品は、玦
けつ

状
じょう

耳飾
みみかざり

などの石製
せきせい

装身具
そうしんぐ

を主体とする石器・石製品、合計８５点から構

成（他に附として水晶原石 1点が加わる）されています。出土品の多くは原位置に近い

状態で出土、特に玦状耳飾は素材・製作技法などを対で揃えた事例が多くみられます。 

それらは縄文時代の人々の装身や葬送
そうそう

儀礼
ぎ れ い

を復元する上で重要であり、わが国を代表す

る出土品であるとともに、環日本海域に於ける縄文文化の特質と交流を解明する資料と

して、その学術的価値は極めて高いものと評価されました。 

 平成 27年度の展示では、様々なテーマを設定し、それに応じて主として出土した土壙
ど こ う

単位で行ってきましたが、今回の春季特別展示では、もっと単純化して個体ごとに桑野

遺跡から出土した石製装身具に様々なバリエーションがみられることを紹介します。 

≪玦状耳飾≫ 

 まず、玦状耳飾についてですが、出土した全７１点の中から大きさ、重さ、厚さの面

から特に対照的なものを抽出してみました。 

【大きさ比較】 

大きさの面から、 

最も大きいものは 

上段左側に展示し 

た１８号土壙から 

出土したＫＷ４８ 

（整理番号、以下 

全て同様・第１図 

左外）で、一部を 

欠失しますが、長 

さ・幅共に６．８ 

ｃｍを測ります。 

その次に大きいも 

のが上段右側に展示 

の２４号土壙から出土したＫＷ６８（第１図右外）で、三つに割れていますが長さ・幅

共に６．７ｃｍを測ります。一方、最も小さいものは、今回展示していませんが、７号

第１図 玦状耳飾の大きさ比較（左外：ＫＷ４８（最大）、左中：ＫＷ

２０（最少・未展示）、右外：ＫＷ６８、右中：ＫＷ５８ 
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土壙から出土したＫＷ２０（第１図左中）で、長さ・幅は共に１．７ｃｍと極小です。

上段中央に展示の２０号土壙から出土したＫＷ５８（第１図右中）は、長さ１．９ｃｍ、 

幅２．２ｃｍを測り、ＫＷ２０の次に小さいものです。 

                  【重さ比較】 

 重さの面では、最も重いものは、今回展示 

していませんが、１４号土壙から出土した 

ＫＷ３５で、重量は５６．２グラムあります。 

 中段左側に展示している２６ 

号土壙から出土したＫＷ７４ 

（第２図左）で、二番目に重 

く、重量は５５．９グラムを 

測ります。最も軽いものは、 

先に最も小さいものとして挙 

げた７号土壙から出土したＫＷ２０（第１図左中）で、重量は３．２グラムしかありま 

せん。二番目に軽いものは、上段中央に展示の２０号土壙から出土したＫＷ５８（第１ 

図右中）で重量は４．９グラムです。中段右側に展示の２号土壙から出土したＫＷ１（第 

２図右）は三番目に軽く、重量は５．６グラムで、最も重いものとは実に１０倍以上の 

開きがあります。 

【厚さ比較】 

厚さの面では、最も分厚いものが下段中央に展示の２６号土壙から出土したＫＷ７５ 

（第３図中）で、厚さ１．５ｃｍを測ります。反対に薄いものは下段左側に展示の２０ 

号土壙から出土したＫＷ５９（第３図左）、下段右側展示の２４号土壙から出土したＫＷ 

６８（第３図右）で共に０・６ｃｍです。厚さでは、大きさ、重さほどの開きはみられ 

ませんが、それでも２．５倍の差があります。特に大きさ自体はそれ程違いがないにも 

かかわらず、これほど厚さに差があるのは、単なる形態差が石材、時期等の違いによる 

ものか残念なことに明らかではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

前記のように、玦状耳飾りに大きさ、重さ、厚さの面でかなりの差があることは、ご 

覧いただければ一目瞭然かと思います。また、使用している石材により、その色調も異 

なります。石材の違いや大きさ、重さ、厚さの差が、使用者の性別、年齢等から起因す

るのかなど、今後も研究を進めていく必要があります。 

第２図 玦状耳飾の重さ比較（左：ＫＷ７４、右：ＫＷ１） 

第３図 玦状耳飾の厚さ比較（左：ＫＷ５９（最薄）、中：ＫＷ７５（最厚）、 

右：ＫＷ６５（最薄） 
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玦状耳飾以外の石製装身具類は、別に展示しました。下記の第 4図は、石製装身具が

集中して出土した地区の平面図で２４号遺構を中心として、石製装身具が出土した土壙

が環状に配置されている様相が看取できるかと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第４図 石製装身具含有土壙密集部平面図兼出土位置図（黒塗り：検出土壙、数字：土壙№） 

管
くだ

玉
たま

（ＫＷ５５） 

鰹節形垂飾
かつおぶしがたすいしょく

 
腕輪状垂飾
うでわじょうすいしょく

 

異形
い け い

石器
せ っ き

 

管玉（ＫＷ７０） 

箆状
へらじょう

垂飾
すいしょく

 棒 状
ぼうじょう

垂飾
すいしょく

（ＫＷ５０） 
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≪多彩な装身具≫ 

 腕
うで

輪状
わじょう

垂飾
すいしょく

（ＫＷ２１）は、１０号土壙から出土し、用途は明らかではありませんが、

両端が穿孔
せんこう

され、破面が研ぎ込まれている形態から名付けたものです。 

異形
い け い

石器
せ っ き

（ＫＷ４２）は、１６号土壙から出土したもので、形態的には石
せき

鏃
ぞく

に類似
る い じ

し

ますが、一緒に出土した小型玦状耳飾一対との位置関係から、頭部飾りの一種を想定し

ています。 

箆
へら

状垂飾
じょうすいしょく

（ＫＷ４９）は、１８号土壙から玦状耳飾と折り重なるように出土しました

が、その用途については不明です。長さ１３．２ｃｍ、幅３．３ｃｍと、箆状垂飾でも

最も大きなものです。上部と思われる細い方に有孔があるので、吊り下げて使用してい

たと考えられます。横断面が窪む特異な形状は、あたかも「靴べら」に類似しますが、

本遺跡から出土した箆状垂飾はどれも同様な形状を示し、日本列島にはあまり類例がな

く特色とも言えます。 

棒状垂飾（ＫＷ５０）は、１９号土壙から単独で出土したもので、両端とも斜めに穿

孔が施されていました。 

鰹節
かつおぶし

形垂飾（ＫＷ１１）は、５号土壙から出土したもので、有孔の上、凹部に刺突
し と つ

紋
もん

が

施されています。同遺構から出土している玦状耳飾よりも高い位置から出土しているこ

とから、頭部飾りの可能性が考慮されています。 

２０号土壙から出土した管
くだ

玉
たま

（ＫＷ５５）は、断面は方形を呈しており、端部を刻み、

側面には刺突紋が施されていました。複数対の玦状耳飾や箆状垂飾２らと共伴していま

した。 

管玉（ＫＷ７０）は、２４号土壙中央底面最深部から出土しました。 

以上、桑野遺跡から出土した石製装身具の多彩性の一端について紹介しました。 

（橋本） 

 

＜出展品＞ 

・玦状耳飾  ８点           ・腕輪状垂飾 １点 

・異形石器  １点 

・箆状垂飾  １点 

・棒状垂飾  １点 

・鰹節形垂飾 １点 

・管  玉  ２点 

 

重要文化財【桑野遺跡出土品】春季特別展示 － 石製装身具の多彩性 － 

展示期間 ： 平成 28年 4月 26日（火曜日）～6月 12日（日曜日） 

あわら市郷土歴史資料館 

919-0632福井県あわら市春宮二丁目 14-1金津本陣 IKOSSA2階 

Tel：0776-73-5158 Fax：0776-73-1038 


